
（別紙３）

〜 2026年 3⽉20⽇

（対象者数） 35 （回答者数） 17

〜 2026年3⽉20⽇

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

事業所⾒学等をもう少し取り⼊れていきたい。

2

不定期な発信になりがちなので、⽉に２回等定期的な発信
を⼼がけたい。

3

専⾨的⽀援の拡充と児童指導員の専⾨性をあげるために研
修を⾏う

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

もう少しこまめにイベント以外の発信もしていく。

2

夏と冬に保護者会をして保護者同⼠のつながりを作ってい
く。

3

⽇々の会議や研修を充実させ、個々の能⼒を上げていくと
ともに事業所としての⼀貫性を追求していく

多様なプログラムを提供し、保護者の信頼を得ている。 できるだけ意味のある体験を提供できるようにプログラムを
考えている。

様々な情報を発信し、保護者と協⼒しながら⽀援にあたって
いる。

保護者LINEに特別⽀援に関する情報を発信したり、講演会な
どの案内を送っている。

職員の配置と専⾨的⽀援の充実 常時児童指導員が3〜４⼈になるようにシフトを組んでい
る。専⾨的⽀援を⾏なっている

理念の共有はできているが、⽀援の⽅法や考え⽅について共
有できていない⾯もある

個々の指導員に頼っていることがあり、全体での共有や⽀援
のやり⽅の⼀貫性が不⾜していることもある

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

イベントなどの発信はしているが、避難訓練などの地道な取
り組みについてあまり周知できていない。

避難訓練やパーソナルスペースについての指導など、⽇頃か
ら⾏なっている⽀援について発信が不⾜している。

保護者同⼠の横の連携が弱く、それぞれの持っている有益な
情報の共有ができていない。

冬に１回しか保護者会をしていなかった。

2026年2⽉20⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2026年3⽉21⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 イージスシールド

○保護者評価実施期間 2026年2⽉20⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表


